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The Analysis of Lesson Plans for the Combined Class in Iwate Prefecture

1．研究の目的と今年度の研究の概要

教育実践総合センターの小規模学校．複式学級指導のカリキュラム開発プロジェクトでは，「小規

模学校・複式学級指導のカリキュラムを研究・開発し，資料として集積して，県内小．中学校の運営

や指導の改善に資する。」ことを目的にし研究をスタートした。研究は3年計画であり，初年度に当

たる13年度は，県内の小学校の複式学級授業の指導案を集め，分析し，県内の複式授業の実態を明

らかにすることとした。
岩手県へき地・小規模学校教育研究連盟と共同して指導案を集めたところ，県内の複式学級を有す

る学校124校中66校より，合計147の指導案を集めることができた。

本研究報告では，その指導案を分析して，実態として明らかになったことを以下にまとめる。

2・指導案分析の観点

集めた指導案を，次のような4つの観点から分析することとした。

（1）教科ごとに分類し，その傾向を捉える。

（2）指導案の形式や特徴を調べる。

（3）直接指導と間接指導の内容を調べる。

（4）変則複式学級における指導の実態を捉える。
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3．分析の結果

（1）教科ごとの傾向

147の指導案の教科，学年ごとの数をまとめたのが，表1である。

表1複式学級指導案の教科別分類

1 ・2 年 2 ．3 年 3 ．4 年 4 ．5 年 5 ．6 年 3 ・5 年 1 ・3 年 2 ．4 年 1～6年 合 計 割 合

国 語 13 5 14 3 20 1 56 3 8％ 変則の割合国算の割合

社 会 1 1 1％ 23 112

算 数 10 6 20 3 17 56 3 8％ 16％ 76％

理 科 1 1 2 1％

音 楽 1 1 1％

図 工 o 0％

家 庭 0 0％

体 育 1 1 1％

生 活 9 9 6％

総 合 10 1 7 1 19 13％

道 徳 1 1 2 1％

合 計 33 11 45 9 4 5 1 1 1 1 14 7

この表から分かるように，国語と算数の指導案の数が際立って多く，その数は全体の76％を占め

る。集めた指導案は，校内研究の研究授業，または公開研究会の指導案がほとんどであるということ

を考えれば，複式学級を有する学校では，国語．算数を研究対象としている学校が多いということが

分かる。これは，国語．算数の複式授業についての研究は比較的さかんに行われているが，他の教

科．領域の授業研究はあまり行われていないということを示す。国語・算数を基礎・基本的教科とし

て各校では重要視していること，また，国語．算数以外の教科では，教科の特質や各学校の事情等に

より複式形態を取りにくいということが，このような偏りの原因になっているのではないかと考える。

次に多かったのが，総合的な学習の時間の19，生活科の9であるが，内容を見ると複式形態で行

われているものはなく，総合・生活科の複式授業についても，研究を深めていく必要があると考える。

（2）指導案の形式．特徴

次に，数が多かった国語と算数の指導案に絞って，指導案の形式や特徴を分析した。指導案の全体

の項目は，ほぼ単学級のものと同様で，典型的な例を挙げると，次のようになる。

表2複式学級指導案の典型例

1．単元名

2・教材名

3．単元について

．主たる指導事項・児童の実態・教材について・指導に当たって

4．単元の目標

5．指導計画

6．本時の指導

（1）目標（2）展開
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この項目の中で，複式授業の指導案として特徴が出るのは，「6本時の指導」の「（2）展開」

の部分で，いくつか例を挙げると，次のようになる（表3）。

表3複式学級指導案の形式的特徴

和井内小1・2年読む

1 年 生 2 年 生

支 援 学習活動 段 階 形

態

形

態

段 階 学習活動 支 援

直

全

直

全

直

全

直

全

亀ケ森小4・5年聞く

4 年 生 5 年 生

指導上の留意点 学習活動及び内容 段階 渡り 段階 学習活動及び内容 指導上の留意点

笹渡小5．6年四角形と三角形

段階 指導の留意点と支援※評価 学習内容と培動 形態 学習内容と活動 指導の留意点と支援※評価 段階

中央に直接・間接指導，わたり等の指導形態が示され，その両側に学年ごとの学習活動，支援，指導

上の留意点，評価等の内容が示されている。学習の段階については，中央に示されているものと両側

に示されているものがり，両者を見比べてみたところ，両側に示したものの方が見やすいようであっ

た。

この他に，複式授業の指導案として特徴的な例として，「3単元について」の「児童の実態」の

部分において「個々の実態」（表4）を示したり，「個別の支援計画」（表5）を示したりしている工

夫が見られた。

表4複式指導案の工夫例「個々の実態」

冬部小5・6年読む

児童観

これまでの説明文の学習で、形式段落ごとの要点や問題提

示文に対する答えを読み取る学習をしてきている。これらの

学習を通して、段落相互の関係や内容の中心をとらえる力が

育ってきている。

個々の実態

基本的な学習態

度が身について

いる0
日分なりの言葉

で考えを発表す

ることができる。

児童観
これまでの説明文の学習で、意味段落ごとの要点や文章構

成をとらえる学習をしてきた。しかし、着目する語句や段落

相互の関係から、自力で要旨をまとめる力が十分に身につい

ているとは言えないo個々の実態

H ．S H ．H M ．0

・意欲的 な学習態

度だが、気分 に

む らがあ る。

・語威力が あ り、

発問 に対す る反

応が早 い。

．理解が早 く、－分

か らない ことを

最後 まで追及 し

ようとす る。

・発間 に対 して 自
分 な りの考 えを

発表す ることが

で きる。

・基本的な学習態

度が身 について

いる。

．読み取 りに時 間
を要す るが、理

解 した内容 を発

表す ることがで

きる。
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衷5複式学級指導案の工夫例1個別の支援計幽」

麦生小5．6年読む

6 年 5 年

K ．K K ．H Y ．H A ．M H ．H M ．N S ．H

意
識
調
査

日
常
の
実
態

①嫌い

②嫌い

③全然楽しみ

でない

＊国語に対す

る好感度はか

なり低いが、

自分から努力

してがんばろ

うという気持

ちを持ってい

る。知的関心

はクラスの中

では高い。

①嫌い

（わあまり好き

でない

③あまり楽し

みでない

＊国語の学習

をめんどうく

さがる傾向が

ある。イメー

ジをふくらま

せて読んだり

することを苦

手としている

が、しっかり

人の話を開く

ことができる。

①好き

（彰大嫌い

（彰全然楽しみ

でない

＊説明文の学

習に比して、

物語文の学習

では、独創的

な見方をし、

イメージが比

較的豊かであ

る。漢字の学

習も好んでや

る。

（D好き

②嫌い

③あまり楽し

みでない

＊自分の考え

を書いたり、

表現したりす

ることを苦手

としているが、

変わった角度

から読み取り

ができる。

①好き

（勁好き

③楽しみ

＊好んで読書

をし、物語の

登場人物の心

情を深く読み

取ることがで

きる。自分の

考えをしっか

り文章化でき

る。

①嫌い

（参あまり好き

でない

③楽しみ

＊物語などの

読書を進んで

する。どの教

科でも発言は

積極的であり、

自分の考えを

しっかり文章

化できる。

（D 嫌い

（参好き

（彰あまり楽し

みでない

＊文章で表現

することを苦

手としている

が、物語の登

場人物の心情

を探く読み取

ることができ

る。積極的に

話し合いに参

加する。

本

単

元

で

の

支

援

・昨年度の学

習では 「言葉

が難しく」よ

くわからなか

ったことから

のマイナスイ

メージが強い

ので 「パンゲ

ア」や 「大陸

移動説」につ

いて詳しく知

りたいという

願いを大切に

しながら、挿

絵や図と文章

を丁寧につな

ぎ合わせなが

ら、読み取り

ができるよう

にする。

．海岸線が重

なり合うこと

やウェゲナー

の調査に興味

を持っている

ので、実際に

パズルの重ね

合わせやウェ

ゲナ一につい

ての資料を提

示したりする

ことで、教材

に対する関心

を集めていき

たい。

・「地球」や「大

地の動き」へ

の関心も教材

への関心もか

なり希薄なの

で、少しでも

教材を通して

関心が高めら

れるように視

覚に訴えなが

ら支援してい

きたい。また

本人が期待し

ている「音読」

にも意図的に

取り組ませた

い。

．全体的に教

材の内容に対

する関心は低

いが、ウェゲ

ナ一に興味を

持っているの

で、ウェゲナ

一について詳
しく調べさせ

たり、新開づ

くりにいかせ

るようにさせ

たい。

．自分で納得

しながら学習

を進めるタイ

プなので、こ

甲説明文の読

み破りでも、

叙述に即しな

がら、丁寧に

読解を進めて

いくようにさ

せたい。読書

を使っての言

葉調べにも積

極的なので、

語句へも着目

させていきた

い。

．説明文は「意

味がわからな

くなる」こと

が多いような

ので、叙述や

書かれてある

順序をよく考

えさせたい。

説明を図や挿

絵などに対応

させながら読

解を進めてい

けるようにさ

せたい。

・文章表現が

苦手でも、形

象から深く考

えることがで

きるので、発

言の機会を多

くしながら、

自分の考えを

文章表現でき

るようにさせ

たい。ウェゲ

ナ一にも強く

関心を持って

いるので、調

べ学習にも挑

戦させたい。

これらは，複式学級の少人数であることのプラス面を積極的に生かそうという工夫であると考える。

この少人数のプラス面を生かしていけば，多人数の学級ではなかなか実現できない単元を通しての評

価計画の設定や自己学習力（特に複式授業で必要とされる自己学習力）に関わる目標．評価項目の設

定等が実現できるのではないかと考える。

（3）直接・間接指導の内容

指導案の「本時の展開」から，直接指導．間接指導の内容を調べてみると，直接指導・間接指導の

とり方について，一般的に言えるのは次のようなことである。

01時間の授業の中に「一入学び」「学び合い」の活動を位置付け，「一入学び」は間接指導，「学
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び合い」は直接指導とする。

○課題把握，まとめの段階を直接指導とする。

○下学年から直接指導に入る場合が多く，下学年の直接指導の役割を多くする場合が多い。

O「わたり」は，平均2・3回の場合が多く，できるだけ少なくするという傾向にある。

直接指導．間接指導を効果的に行うために，1時間の各学年の指導の組み合わせ方を工夫する必要

がある。指導案を分析した結果，組み合わせ方は，ほぼ次の3つの型に分類されることが分かった。

表6直接指導・間接指導の組み合わせパターン

多くの学校では，①・②の型で指導しており，③の型は主に岩手大学教育学部附属小学校で行われ

ている。

（4）変則複式学級における指導の実態

表1を見ると，変則学級での指導案は2、3あり，これは全体の16ク右に当たる。組み合わせの学

年も，2・3年，4・5年の他，3・5年，1．3年，2・4年等の学級もある。児童数の減少傾向

を考えれば，変則複式学級の数も増え，学年の組み合わせのパターンもいろいろなケースが出てくる

ことが予想される。

変則複式の場合には，A．B年度のカリキュラムを取ることはできず，どの教科においてもその学

年の内容をその学年で指導しなければいけない。また，生活科や家庭科のように，一方の学年だけで

学習する教科も出てくる。

このような問題を解決するためには，校内での指導体制や時間割等の工夫が必要とされる。また，

より児童の発達段階にあった充実した指導を行うためには，人員加配等の措置も必要になってくるの

ではないかと思われる。

4．今後の研究について

今後，本プロジェクトでは，次のように研究を進めていく予定である。

（1）今回集めた指導案をデータベース化し，各校で資料として活用できるようにする。

（2）今年度の分析結果を参考にしながら，複式学級の授業のモデル案を作成し，その実践結果をま

とめる。




